


お子さんの学びの場を考えるとき、少なからず不安を感じることがあると思

います。

本ガイドブックは、保護者の不安が少しでも軽減され、学びの場についての

検討を、見通しをもってすすめることができるように作成されました。

学びの場を決めるに当たっては、まずは正確な情報を得ることが大切です。

そのためには、学級担任等に相談したり、検討している学びの場を見学したり

することが重要です。教育委員会にも遠慮なくご相談ください。

お子さんが豊かに学べる場を一緒に考えていきましょう。
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Ⅰ 多様な学びの場

お子さんの教育的ニーズに最も的確に応えた指導を提供できるように、以下

の四つの学びの場を用意し、充実を図っています。

１ 通常の学級

２ 通級による指導（通級指導教室）

３ 特別支援学級

４ 特別支援学校

お子さんの学びの場は、この四つの中から決めることになります。そのとき

のポイントは、「お子さんが“できた”“分かった”という思いをたくさん実

感でき、生き生きと自分らしく活動できるところはどこか」ということです。

お子さんの学びの場は、保護者の意見を最大限尊重した上で、保護者と教育

委員会が合意して決定します。そのため、保護者が就学についてご自身の考え

をもつことが大切です。まずは保護者が、「四つの学びの場は、それぞれどの

ように違うのか、その特徴は何なのか」について知ることが重要です。

そこで、これから、四つの学びの場について紹介します。

四つの学びの場
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１ 通常の学級について

・ 通常の学級では、多くの友達と一緒に学び合いながら学習することがで

きます。全ての子どもたちにとって分かりやすい授業づくりを進めていま

す。

・ 一方で、最大40人に対して一人の先生が教えますので、「一斉指導で学

習内容を理解できるか」がポイントになります。

・ 「他の子どもたちは国語の学習をしているけど、うちの子は足し算を理

解していないので、うちの子だけ足し算を教えてほしい」など、個別に授

業の内容を変更することはできません。通常の学級では、一人一人の学習

のペースも大切にされますが、集団のペースが優先されます。

・ 不安等から頻繁に情緒が不安定になり、集団活動にほとんど参加できな

かったり、いろいろなことが気になり座って学習することに苦戦したりし

ているお子さんは、通常の学級での授業に、強いストレスを感じるかもし

れません。

・ 支援を必要とするお子さんに対して、特別支援教育支援員を配置してい

る学校があります。学校全体で数名の配置になりますので、「支援が必要

な子ども全員に、特別支援教育支援員をマンツーマンで付ける」ことはで

きません。また、特別支援教育支援員は、学級担任をサポートする役割で

す。例えば、黒板の読み上げ、テストの代筆、制作活動の補助などを行い

ます。担任の代わりに授業をすることはできません。
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２ 通級による指導（通級指導教室）について

・ 通級による指導とは、通常の学級に在籍するお子さんに対して、ほとん

どの授業を通常の学級で受けながら、週に１～２時間ほど、障害の状態等

に応じた特別な指導（「自立活動」）を通級指導教室で行うものです。授

業の大部分を通常の学級で受けることのできるお子さんが対象です。

・ 通級指導教室は、例えば、正しく発音することが難しい、友達と頻繁に

トラブルになる、字を読んだり書いたりすることに苦戦しているなど、学

習面や対人関係面等で困っているお子さんが利用しています。そのような

お子さんは、通級指導教室で、「自立活動」として、正しい舌の動かし方

を身に付ける、感情のコントロール方法を知る、文字の音と形を対応させ

るなどの学習に、個別又は小集団で取り組みます。

・ 関係機関との連携状況や、指導目標、内容、方法等をまとめた「個別の

教育支援計画」及び「個別の指導計画」が一人一人に作成されます。

・ 通級指導教室を利用すると、通常の学級での授業に参加できない時間が

生じます。そこで、授業内容を補充するために、家庭の協力を求めること

があります。

・ 姶良市内で通級指導教室が設置されている学校は、姶良小学校（言語障

害、難聴、自閉症・情緒障害）と、柁城小学校（LD・ADHD）です。中

学校には設置されていません。「〇〇障害」という名称が付いていますが、

そこで学んでいるからといって、必ずしもその障害があるということでは

ありません。医療機関による診断は、必ずしも必要ありません。

・ 通級指導教室は、他校の子どもも利用することができますが、その場合

は、保護者の送迎が必要です。
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３ 特別支援学級について

・ 特別支援学級は、通常の学級における学習では十分な成果をあげること

が難しいけれども、より丁寧な支援があれば教育効果が期待できるお子さ

んを対象としています。特別支援学級に籍を置いて、原則週の授業時数の

半分以上を目安に、障害の状況等に応じた個別又は少人数での学習を特別

支援学級で受けます。

・ １学級最大８人の子どもたちが学び、教師が１人配置されます。複数の

学年の子どもたちが一緒に授業を受けることもあります。

・ 特別支援学級では、通常の学級で授業を受けることが効果的な場合は、

「交流及び共同学習」として、通常の学級で授業を受けることができます。

「算数だけを特別支援学級で受ける」という具合に、通常の学級に在籍し、

ある特定の教科のみ特別支援学級に行くということではありません。

・ 医療機関による診断や、療育手帳は必ずしも必要ありません。

特別支援学級には、「知的障害特別支援学級」「自閉症・情緒障害特別支

援学級」という具合に、「〇〇障害」という名称が付いていますが、そこ

で学んでいるから必ずしもその障害があるということではありません。

・ 関係機関との連携状況や、指導目標、内容、方法等をまとめた「個別の

教育支援計画」及び「個別の指導計画」が一人一人に作成されます。

・ 特別支援学級に在籍したら、高等学校等への進学が難しくなるというこ

とはありません。現在、鹿児島県では、中学校特別支援学級を卒業した生

徒の約６割が、地域の高等学校等へ進学しています。
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・ 特別支援学級には、障害の状態等に応じた特別の指導（「自立活動」）

があります。

・ 知的障害特別支援学級は、同年齢の子どもたちに比べて「認知や言語に

関わる知的機能全般」の発達がゆっくりなお子さんを対象にしています。

実生活と関連させた学習（生活単元学習など）を設定することもできます。

・ 自閉症・情緒障害特別支援学級は、自閉症や選択性かん黙（心理的な要

因により、特定の状況で音声や言葉を出せず、学業等に支障がある状態）

といった障害等により、社会適応に困っていたり、対人関係の構築が難し

かったりしているお子さんが対象です。基本的には通常の学級と同じ教科

等の内容を、お子さんの状態に配慮しながら行います。

・ 特別支援学級には、知的障害特別支援学級や自閉症・情緒障害特別支援

学級の他にも、弱視、難聴、病弱・身体虚弱、肢体不自由などがあります。

・ 自閉症等がなく、学習障害（LD）のみを有しているお子さんや、注意

欠陥多動性障害（ADHD）のみを有しているお子さんは、通常の学級、

又は通級指導教室を利用して学習します。

・ 特別支援学級に在籍しているお子さんは、基本的には、通級指導教室を

利用することはできません。
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４ 特別支援学校について

・ 特別支援学校は、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱・

身体虚弱のあるお子さん（学校教育法施行令第22条の３に該当するお子

さん：p12参照）を対象とする学校です。知的障害等がなく、自閉症の

みを有するお子さんについては、基本的には地域の小・中学校に通います。

・ 就学に際して、医療機関による診断は必ずしも必要ありません。また、

療育手帳や身体障害者手帳も、必ずしも必要ありません。

・ 小学部では１学級最大６人、重複障害学級では１学級最大３人の子ども

たちが在籍します。１学級に担任が２人配置されることが多いです。

・ 小・中学校の特別支援学級と比べて、学校全体で特別支援教育を推進す

る体制が整っています。また、障害に応じた特別の施設や教材が整備され

ており、一人一人に応じて教育内容や方法を工夫したきめ細かい指導が行

われています。

・ 授業は、国語、算数などの教科学習や、実生活と関連させた学習（着替

え・排泄などの「日常生活の指導」、買物・公共交通機関の利用などの「生

活単元学習」、働く力等の育成を目指した「作業学習」）もあります。

・ 障害の状態等に応じた特別の指導（「自立活動」）があります。

・ 小学部、中学部、高等部があるので、将来の姿（生活や就職など）に見

通しをもちやすいのも特徴です。現在鹿児島県では、特別支援学校高等部

卒業生の約４割が、一般企業等に就職しています。
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・ 関係機関との連携状況や、指導目標、内容、方法等をまとめた「個別の

教育支援計画」及び「個別の指導計画」が一人一人に作成されます。

・ 小・中学校に比べて、地域の子どもたちと関わったり、一緒に学んだり

する機会が少ないです。そこで、学期に１回程度、居住地の学校に行って

一緒に学習を行う「居住地校交流」を行っています。

・ 姶良市在住のお子さんが通う特別支援学校は、基本的には、牧之原特別

支援学校（霧島市福山町）又は加治木特別支援学校（姶良市加治木町）に

なります。牧之原特別支援学校は、知的障害と肢体不自由が対象、加治木

特別支援学校は肢体不自由と病弱が対象です。

・ 牧之原特別支援学校はスクールバスがあります。牧之原特別支援学校の

スクールバスが停まる近くのバス停まで、保護者が送ります。加治木特別

支援学校はスクールバスがないため、保護者が送ります。迎えは、保護者

が行ったり、放課後デイサービスを利用したりしています。

・ 視覚に障害のあるお子さんのための特別支援学校として鹿児島盲学校

（鹿児島市西谷山）、聴覚に障害のあるお子さんのための特別支援学校と

して鹿児島聾学校（鹿児島市下伊敷）があります。
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Ⅱ 学びの場を決定するまでの手続き

学びの場を決定するまでの手続き（ｐ14参照）として、三つのパターンが

あります。パターンⅠ、Ⅱは特別支援学級への入級や特別支援学校への就学・

転校を考えている場合、パターンⅢは通級指導教室の利用を考えている場合で

す。小学６年生で特別支援学級に在籍している児童及び特別支援学校への就学

・転校を考えている児童生徒は、パターンⅠが望ましいです。なお、学びの場

は、保護者の意見を最大限尊重した上で、教育委員会と合意形成を行い、12

月初旬には全てのお子さんの学びの場が決定します。

パターンⅠ：「夏の就学相談会」に参加する

・学びの場について、学級担任等と相談をしてください。検

４月～ 討している学びの場の見学に行って、イメージをもってくだ

さい。

・特別支援学校への就学・転校を検討している児童生徒や、

小学６年生で特別支援学級に入級している児童は、「夏の就

５月 学相談会」に申し込んでください。また、これまでに行った

知能（発達）検査の結果を添付してください。ない場合は、

学級担任に相談してください。

７～８月
・夏の就学相談会が開催されます。専門員の先生と30分程度

面談をします。お子さんと一緒に参加してください。

・提出していただいた資料や面談した際の情報等をもとに、

８月 教育委員会で委嘱している十数名の専門家が、お子さんの望

ましい学びの場について審議します（教育支援委員会）。

・教育支援委員会での審議結果をもとに、教育委員会が判断

した学びの場について文書で保護者や学校にお知らせします。

９～11月 結果を受けて、保護者のお考えを確認するための書類を、学

校に送ってください。その後、必要に応じて学校や教育委員

会と話し合い、保護者との合意形成を経て、学びの場が決ま

ります。
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パターンⅡ：「秋の就学相談会」に参加する

・学びの場について、学級担任等と相談をしてください。検

４月～ 討している学びの場の見学に行って、イメージをもってくだ

さい。

・特別支援学級への入級を検討している児童生徒や、夏の就

学相談会に参加できなかった児童生徒は、「秋の就学相談会」

に申し込んでください。また、これまでに行った知能（発達）
９～10月

検査の結果を添付してください。ない場合は、学級担任に相

談してください。なお、原則として、夏の就学相談会に参加

された方は、秋の就学相談会に申し込みできません。

10～11月
・秋の就学相談会が開催されます。専門員の先生と30分程度

面談をします。お子さんと一緒に参加してください。

・提出していただいた資料や面談した際の情報等をもとに、

11月 教育委員会で委嘱している十数名の専門家が、お子さんの望

ましい学びの場について審議します（教育支援委員会）。

・教育支援委員会での審議結果を基に、教育委員会が判断し

11～12月
た学びの場について文書で保護者や学校にお知らせします。

初旬
結果を受けて、保護者のお考えを確認するための書類を、学

校に送ってください。その後、必要に応じて学校や教育委員

会と話し合い、保護者との合意形成を経て、学びの場が決ま

ります。

パターンⅢ：通級指導教室を利用する

通級指導教室の利用を検討している児童は、学級担任に相談してくださ

い。通級指導教室の担当者と面談し、通級の必要性を判断します。その後、

教育支援委員会にて審議し、教育委員会の判断を保護者にお知らせします。
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Ⅲ その他

１ 見学をしましょう

特別支援学級への入級や特別支援学校への転校・就学、通級指導教室の利

用を検討している場合は、必ず、見学したり体験学習会に参加したりしてく

ださい。窓口は、各学校の教頭先生になりますので、学級担任等と相談の上、

電話で予約をしてください。

２ 移行支援シート

小学校から中学校へ、小学校から特別支援学校へなど、就学や転校によっ

て学校が変わる場合、「移行支援シート」（ｐ15参照）を作成してください。

「移行支援シート」とは、お子さんは、どんなことが得意なのか、どんなこ

とが苦手なのか、どんな支援が有効なのかなどの情報を、文書で学校に伝え

るものです。学級担任や関係機関の担当者と連携をとりながら記入しましょ

う。書式は、鹿児島県教育委員会のホームページにあります。インターネッ

トで「鹿児島県教育委員会移行支援シート」と入力してください。「移行支

援シート」を作成した後は、保護者が新しい学校に送り、登校した日からす

ぐに、必要な支援を受けることができるようにします。

３ 合理的配慮

合理的配慮とは、「学校が限度を超えた負担にならない範囲で、個別の状

況に応じて配慮や調整を行うこと」をいいます。合理的配慮は、本人や保護

者から学校に申し出て、学校と話し合って決定します。まずは保護者が、「こ

のような支援をしてほしい」と学校に相談することが大切です。

例えば、聴覚過敏があるAさんは、学校と相談して、

イヤーマフ（防音保護具）を付けて授業に参加する

ことになりました。また、黒板の文字をノートに写

すことが難しいBさんは、学校と相談して、デジタル

カメラで板書を撮影し、それをノートに貼るという

対応をとることになりました。
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４ 学びの場の変更は可能

例えば、特別支援学級に入級したら、その後はずっと特別支援学級で学ば

なければならない、ということはありません。お子さんの様子を見ながら、

どの学びの場が更なる成長につながるか、学校と相談していく必要がありま

す。基本的には、１年単位で学びの場を変更することができます。

各学校に、特別支援教育に関することの窓口として、「特別支援教育コー

ディネーター」の先生がいますので、心配なこと等がありましたら、相談し

てください。

５ 学びの場について相談できる機関

学びの場について、相談したいことや不安なことがありましたら遠慮なく

お問い合わせください。

姶良市教育委員会学校教育課 ： ℡ ６６－３１１１

姶良市子ども相談支援センター（あいぴあ）： ℡ ６６－３１２０
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